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衛
生
士
編
で
、
相
互
実
習
を
す

る
参
加
者
ら
＝
14
日
、
保
険
医

会
館

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
７
階

（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
）

講
師　

 

滝
川
雅
之
氏
（
ハ
ロ
ー
歯
科
院
長
、
岡
山
大
学
歯
学

部
臨
床
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

40
人

妊
婦
の
歯
科
治
療
と
禁
煙
支
援
〜
マ
イ
ナ
ス
１
歳
か

ら
の
健
口
支
援
の
す
す
め

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
８
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

神
野
時
有
氏
（
岡
山
県
岡
山
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

混
合
歯
列
期
を
中
心
と
し
た
不
正
咬
合
の
治
療
法

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

水
口
俊
介
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学

総
合
研
究
科
高
齢
者
歯
科
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

軟
質
材
料
の
適
応
症
か
ら
臨
床
応
用
ま
で

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

６
月
10
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

60
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

会
費　

会
員
１
千
円

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
３
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

保
険
者
通
報
に
よ
る
個
別
指
導
の
傾
向
と
対
策

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

６
月
３
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

会
員
無
料

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

対
象　

会
員
本
人
に
限
る　
　

定
員　

１
０
０
人

※ 

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
１
６
年
４
月
版
』
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

通
用
す
る
の
？
再
度
の
初
診
リ
コ
ー
ル

歯
周
治
療
を
一
か
ら
見
直
す
社
保
講
習
会

日
時　

６
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

堀
口
正
二
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
、
協
会
医
業
税
理

士
・
社
労
士
団
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
医
院
経
営
と
雇
用
管
理
２
０
１
６
年
版
』
を
ご
持
参
く

だ
さ
い

ス
タ
ッ
フ
雇
用
管
理
の
基
礎
知
識
（
仮
題
）

雇
用
管
理
講
習
会

　

天
皇
陵
に
入
っ
て
み
た
い

な
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
宮
内
庁
の
管
轄

で
、大
概
、み
だ
り
に
域
内
に

立
ち
入
ら
ぬ
こ
と
…
、
魚
鳥

等
を
取
ら
ぬ
こ
と
…
な
ど
と

看
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

高
槻
市
の
巨
大
古
墳
・
今

城
塚
古
墳
な
ら
こ
れ
が
で
き

る
。
見
た
目
は
た
だ
の
ご
く

低
い
山
。
と
こ
ろ
が
、
今
現

在
で
は
、
年
代
や
位
置
関
係

か
ら
真
の
継
体
天
皇
陵
と
い

う
説
が
有
力
で
あ
る
。「
真

降
、
長
ら
く
継
体
天
皇
陵
と

考
え
ら
れ
て
き
た
た
め
だ
。

　

天
皇
陵
説
に
諸
説
あ
る
の

は
、
今
城
塚
古
墳
が
慶
長
伏

見
の
大
地
震
で
の
地
滑
り
な

ど
で
、
荒
れ
果
て
た
状
態
だ

っ
た
の
で
古
墳
と
し
て
認
識

陵
の
形
が
次
第
に
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
盗
掘
被
害
に

も
遭
っ
て
お
り
、
ど
う
や
ら

石
棺
も
持
ち
出
さ
れ
て
い
る

ら
し
い
。
前
方
後
円
墳
を
囲

む
二
重
の
濠
が
存
在
し
、
濠

の
間
に
内
堤
が
あ
り
、
多
く

付
随
物
だ
っ
た
の
が
、
近

年
、
埴
輪
祭
祀
場
な
ど
が
設

置
さ
れ
、
今
城
塚
古
墳
公
園

と
し
て
整
備
が
進
む
。
東
西

62
〜
65
㍍
、
南
北
約
６
㍍
の

埴
輪
祭
祀
場
に
は
、
人
（
武

人
、
鷹
匠
、
力
士
、
冠
帽
男

子
、
座
像
男
子
、
巫
女
な

ど
）、
動
物
（
馬
形
、
鶏
、

水
鳥
な
ど
）、
家
な
ど
様
々

な
埴
輪
が
再
現
さ
れ
て
い

る
。
隣
接
す
る
今
城
塚
古
代

歴
史
館
は
三
島
古
墳
群
の
概

要
や
古
墳
づ
く
り
の
様
子
や

ジ
オ
ラ
マ
模
型
な
ど
を
備
え

た
学
習
施
設
だ
。

　

第
26
代
と
伝
え
ら
れ
る
継

体
天
皇
は
、
直
系
王
統
が
途

絶
え
た
こ
と
に
よ
り
即
位

し
、
王
宮
を
転
々
と
し
な
が

ら
、
最
後
は
奈
良
に
至
る
と

い
う
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ

た
そ
う
だ
。戦
後
、自
由
に
歴

史
を
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

議
論
が
絶
え
な
い
大
王
だ
。

　

古
墳
群
の
町
、高
槻
に
は
、

両
古
墳
中
間
あ
た
り
に
位
置

す
る
古
代
の
ハ
ニ
ワ
工
房
と

窯
跡
群
と
し
て
、
新
池
ハ
ニ

ワ
工
場
公
園
も
整
備
さ
れ
て

い
る
。
両
古
墳
を
含
む
三
島

の
古
墳
群
に
ハ
ニ
ワ
を
供
給

し
て
い
た
埴
輪
窯
18
基
と
工

房
、
工
人
集
落
か
ら
な
る
全

国
最
大
級
の
埴
輪
工
場
跡
で

あ
る
。 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

リ
ー
フ
を
手
渡
し
協
力
を
呼

び
か
け
た
。

【
銀
合
金
】
①
ル
ビ
ス
タ
②

銀
河
タ
イ
プ
Ⅰ
③
銀
河
タ
イ

プ
Ⅲ　

各
７
個

【
条
件
】
①
９
千
円
②
７
千

円
③
５
千
円

【
連
絡
先
】
カ
ナ
ウ
ミ
歯
科

℡
06
―
６
７
９
４
―
２
２
５

５
（
金
海
）

「
歯
ブ
ラ
シ
を
処
方
す
る
と

い
う
意
識
を
も
っ
て
学
び
、

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。
ブ
ラ

シ
や
フ
ロ
ス
を
用
い
た
相
互

実
習
も
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
歯
肉
の
状

態
に
応
じ
て
歯
ブ
ラ
シ
を
使

い
分
け
る
の
が
勉
強
に
な
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

・
水
原
道
子
氏
が
、
医
療
現

場
で
の
接
遇
マ
ナ
ー
の
基
礎

か
ら
、
歯
科
に
特
徴
的
な
ト

ラ
ブ
ル
ケ
ー
ス
の
対
応
に
つ

い
て
丁
寧
に
解
説
し
た
。

　

助
手
編
で
は
、
臨
床
学
術

部
員
の
西
川
眞
二
氏
が
『
デ

ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

歯
科
保
険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
』
を
テ
キ
ス
ト
に
受
付
事

務
の
基
礎
知
識
と
歯
科
診
療

の
流
れ
を
解
説
。
参
加
者
か

ら
は
「（
治
療
の
各
段
階
で
）

ど
ん
な
器
具
を
使
う
か
、
そ

の
理
由
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

　

衛
生
士
編
で
は
、
ベ
テ
ラ

ン
衛
生
士
が
、
口
腔
ケ
ア
の

基
礎
や
症
例
別
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
法
に
つ
い
て
解
説
し
、

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
４
月

23
日
、
の
ざ
と
診
療
所
友
の

会
「
健
康
ま
つ
り
」
の
歯
科

健
診
に
地
区
役
員
の
稲
垣
俊

郎
氏
（
西
淀
川
区
）
と
歯
科

衛
生
士
が
出
務
し
た
（
写

真
）。
健
診
に
は
23
人
（
大

人
12
人
・
子
ど
も
11
人
）
が

訪
れ
た
。
受
診
者
に
は
、
歯

ブ
ラ
シ
と
ハ
ガ
キ
署
名
入
り

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

　

臨
床
学
術
部
は
14
日
、
医

療
従
事
者
と
し
て
必
要
な
接

遇
マ
ナ
ー
や
専
門
知
識
の
習

得
を
め
ざ
す
、
新
人
ス
タ
ッ

フ
総
合
講
座
を
開
催
。
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
助
手
ら
１
２

０
人
が
参
加
し
た
。

　

接
遇
マ
ナ
ー
で
講
師
を
務

め
た
大
手
前
短
期
大
学
教
授

　

「
診
断
を
誤
り
や
す
い
も

の
」
や
「
通
常
の
歯
科
治
療

で
は
治
癒
が
難
し
い
も
の
」

に
つ
い
て
は
、
生
命
に
は
関

わ
ら
な
く
と
も
不
必
要
あ
る

い
は
不
適
切
な
治
療
を
行
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の

で
、
臨
床
医
と
し
て
は
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

近
年
は
人
口
の
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
医
療
の
高
度

化
も
あ
い
ま
っ
て
「
有
病

者
」
の
受
診
機
会
が
増
し
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
疾

患
や
、
投
与
さ
れ
て
い
る
薬

剤
に
よ
っ
て
、
通
常
の
歯
科

治
療
が
患
者
さ
ん
に
危
険
を

及
ぼ
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

多
々
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
重

大
疾
患
に
つ
い
て
も
論
じ
て

み
た
い
。

に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
で

あ
ろ
う
。
一
般
的
に
は
「
重

大
疾
患
」
と
は
「
対
応
を
誤

れ
ば
生
命
に
か
か
わ
る
も

の
」
を
指
す
こ
と
が
多
い
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
▽

診
断
を
誤
り
や
す
い
も
の
▽

通
常
の
歯
科
治
療
で
は
治
癒

が
難
し
い
も
の
、
に
も
対
象

を
広
げ
て
お
話
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

「
対
応
を
誤
れ
ば
生
命
に

か
か
わ
る
も
の
」
と
は
、
端

的
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
口
腔

癌
の
こ
と
で
あ
る
。
口
腔
癌

を
見
落
と
さ
な
い
た
め
に
は

「
眼
を
養
う
」
こ
と
が
一
番

な
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
症
例
を
ご
覧
い
た
だ
く
予

定
で
あ
る
。
そ
し
て
癌
発
見

の
た
め
の
解
剖
学
・
組
織
学

の
基
礎
の
基
礎
に
つ
い
て
簡

単
に
解
説
し
た
い
。

日
時　

６
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

　
「
重
大
疾
患
の
見
分
け
方
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年

12
月
に
も
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回

は
「
そ
の
続
編
を
」
と
の
こ

と
で
、
再
び
貴
重
な
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

「
重
大
と
は
何
か
」
は
人

の
」
と
言
う
の
は
、
今
城
塚

古
墳
か
ら
１
５
０
０
㍍
ほ
ど

の
距
離
に
あ
る
北
摂
の
も
う

一
つ
の
巨
大
古
墳
・
太
田
茶

臼
山
古
墳
が
、
江
戸
時
代
以

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

宮
内
庁
が
正
式
に
御
陵
と

認
め
て
い
な
い
の
で
、
発
掘

調
査
も
進
ん
で
お
り
、
大
王

の
埴
輪
が
整
然
と
並
べ
ら
れ

て
い
た
こ
と
な
ど
も
判
明
し

て
い
る
。

　

ご
く
最
近
ま
で
、
子
ど
も

た
ち
の
ザ
リ
ガ
ニ
捕
り
池
の

人や動物、家などの埴輪が展示されている
今城塚古墳公園内の埴輪祭祀場　　　　　

290

「
み
だ
り
」に
立
ち
入
れ
る
天
皇
陵

今
城
塚
古
墳

今
城
塚
古
墳

６
月
度
生
涯

研 

修 

抄 

録
正確な診断のための診察法

重大な疾患の見分け方 PARTⅡ

佐々木昇（尼崎中央病院歯科口腔外科部長）

臨
床
学
術
部

大
阪
市
西
部
地
区

接
遇
や
診
療
知
識
学
ぶ

健
診
で
歯
科

署
名
訴
え

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
に
１
２
０
人


